
車椅子バスケットボール体験 
９月２４日（木）に、川崎市スポーツ協会の方による車椅子バスケットボール体験を

行いました。まずは、普段見かける車椅子と「競技用車椅子（バスケ車）」の違いついて

学びました。競技用はタイヤが「ハの字」に広がっており、ブレーキがありません。回

転性や俊敏性が非常に高いのが特徴です。つづいて、車椅子を操作しながらのドリブル

やシュート練習をしました。なかなかゴールに届かず、悔しがる姿も見られましたが、

見事にシュートが決まった瞬間には、会場全体から大きな歓声が沸き起こりました。 

 

  

 


